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いよいよ 「チョコラ！」 上映と
キャンペーンが始まります。

  前号 「モヨ通信１３号」 でご協力をお願いした 「チョ

コラ！」 上映と松下の日本キャンペーンがまもなく始

まります。 長年の夢であった 「子どもたちの家」 建

設と運営に向けてのキャンペーンです。 外務省の「草

の根無償資金」 にも申請書を提出、 指導も受け始め

ました。 色々な方々が色々な企画で、 ご協力を申し

出てくださってもいます。

　私の全国キャンペーンは４月２０日 （月） 日本到着

に始まり、 ７月２７日 （月） 日本出発までの３ヶ月余り

です。 「チョコラ！」 との二人三脚です。 会場によっ

ては小林監督と、 或は吉田カメラマンと、 また或は音

楽のサカキマンゴーさんとご一緒出来るようです。 今

年中の着工を目指して出来るだけ多くの方々にお会

いし、 ご協力をお願い出来たらと思っています。 日

本で、 「チョコラ！」 と共にお会い出来るのを楽しみ

にしています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ついに、 『チョコラ！』 の劇

場公開と 「子どもたちの家」

建設キャンペーンが始まりま

す。 お世話になりました皆さん

には何と御礼申し上げてよい

かわかりません。 ありがとうご

ざいました。 おかげさまで試写

会は連日満員で、 反響も大き

いようです。 ティカの町のスト

リートに暮らす子どもたちの日

常が映っています。 ただ、 そ

れだけなのです。 そこから何

を感じとるかは、 観る人にゆだ

ねられています。 映画公開を

記念して岩波ブックレットから

『チョコラ！アフリカの路上に生

きる子どもたち』 が５月８日刊

行されます。 松下さんのコラム

もあります。 各地でみなさんに

お目にかかれることを願って。

「チョコラ！」
劇場公開の御礼。

　　　「チョコラ！」 監督　小林茂

キボコ小学校のこどもたち
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今回のケニア ・ ティカへの旅は１０回目を向える。

MCC 役員年次総会への参加が主たる目的である。

２月２１日に、 ティカの町外れにある、 ブルーポスト

ホテルで行われた。

昨年から役員年次総会はケニアと日本とで交互に

開催される事になり、 今回の参加者は議長を松下

照美、 書記をウガンダからのアロイジァス、 直前の

急用でボビーは不参加となったが議長に委任、 他

役員からの委任状も届き、 公式の会となる。 他にア

マ二・ヤ・アフリカからオブザーバーとして石原さん、

佐藤さんが参加された。 主たる議題は本年中に着

工予定の 「子どもたちの家」 建設の為の日本での

モヨ 「役員年次総会」 に出席して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  大 垣　

キャンペーン （日本大使館の 「草の根無償支援」

へは申請書を提出済み） に付いてであった。

３月９日ナイロビ日本大使館でのオダンゴ会議

にも参加させてもらった。 これはODA と NGOの

相互情報交換の会で並べると ODA-NGO となる。

奇しくも内容は JICA や外務省からの資金援助

の説明であった。 会場を大使公邸に移して懇談

会の席では、 初めての方や良く見知った人達と

の交流が予定時間をオーバーして盛んに行われ

た。

さて今回はキボコの子どもたちの家に泊まって、

朝小学校に一緒に行ったことや、 ティカの町まで

３回程歩いた中での、 車で走っていてはないよう

な地元の人達との触れ合いが、 特筆すべきこと

であった。

松下照美様

こんにちは。 明治学院大学国際学部勝俣ゼミ二年　

白倉英理です。 ゼミ生を代表してお礼を申し上げま

す。

去る 2 月 22 日、 23 日の訪問時には、 私たちを受

け入れていただき、 同時に大変お世話になり、 あり

がとうございました。

2 月 26 日、 ゼミ生一同無事に帰国し、 大きな病気

もせずに過ごしております。

一日目にティカの町を見せていただいたり、 子ども

たちと食べたご飯やサッカー、 二日目のスラムやス

ラム内の小学校の見学はそこに住む人々やそこで学

ぶ小学生の生活に触れられただけでなく、 そこに隣

り合わせている深刻な給食事情など、 松下さんをは

じめ、 モヨのみなさんとそこに関わる方々に沢山のこ

とを学ばせていただきました。 そこで起こった出来事

は私たちの胸に刻まれ、 その場所で見たことを受け

てゼミ生それぞれ見たこと感じたことを話しています。

また、 ブログも拝見させていただきました。 私たちの

訪問時のことも書いてあり、 うれしく思いました。 今

後もぜひチェックさせていただきたいと思っておりま

す。

先日、 ゼミ長西山が 「チョコラ！」 制作担当の秦さ

んに、 映画に関するお手伝いや試写などをゼミ生の

有志で行いたいと連絡を差し上げました。 今回の訪

問の縁をうけ、 私たちも何か力になれたら幸いで

す。 また、 松下さんが日本に来られる折にはお会

いできたらうれしいと考えております。

訪問時にお撮りした写真は後日郵送させていただ

きます。 また、 これからとりかかる報告書もできあ

がりましたら郵送させていただきたいと考えておりま

す。

最後に、 ゼミ長、 西山　朗からの伝言ですが、 夕

食のときにアロイジャスさんと話をして、 ぜひまた連

絡を差し上げたいとのことなのですが、 連絡先をう

かがうのを忘れてしまったと言っていました。 アロイ

ジャスさん、 松下さんがよろしければ教えていただ

けないでしょうか？もしよろしければ、 こちらのメー

ルアドレスのほうにご返信ください。

それでは、 長くなりましたがこれからも松下さんの

ご健康とご活躍、 モヨ ・ チルドレンセンターのます

ますの発展を日本よりお祈りしております！

スタッフのみなさまや子供たち、 訪問にかかわって

下さった皆様によろしくお伝えくださいませ。

お礼のご連絡が遅くなってしまい、 申し訳ありませ

んでした。

               明治学院大学　国際学部　二年　勝俣ゼミ

                                                  白倉　英理　

「私たちの胸に刻まれた沢山のこと」

２月２２日 ・ ２３日にモヨをご訪問くださった明治学院国際

学部２年 ・ 勝俣ゼミ （勝俣教授 ・ 女子学生１０名 ・ 男子

学生３名） の皆さんからのお礼の手紙。
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新しい家の子どもたち

ムトゥリの帰還と新しい家入所

ジョセフ ・ ムトゥリ （通称ムトゥリ ・ １３才） がモヨ

のスタジアムでの 「ストリートの子どもたちのリハビリ」

プログラムに参加し始めたのは２００４年辺り、 当時

７、 ８才だったと思います。 その時既にシンナーの

常習者でした。 今度公開される小林監督のドキュメ

ンタリー映画 「チョコラ！」 の中で 「僕のシンナー

返してよ！」 と泣き叫んでいた子です。

学校をさぼっては路上へ、 また学校へ連れ戻す

ブグワのお母さんの訃報

「新しい家」 のブグワ （１４才） の母親が亡くなっ

たとの報せが入ったのは、 去る３月１２日のことでし

た。 彼に伝えたのはその夜です。 号泣する彼を抱

きしめながら共に泣くことしか出来ません。 その後

暫らく一人にしておいたのですが、 時折りもれてく

る彼の泣き声に、他の子どもたちも俯いたままです。

少し落ち着いたと思った頃部屋に行き改めて話し

ました。 私の両親ももういないこと、 ムトゥリを除き他

の子どもたちの両親も亡くなってしまったこと、 他の

子どもたちは母さんや父さんの顔も憶えていないけ

れど、 ブグワは母さんを憶えていて、 愛された記憶

もあることはとても幸せなことだと…。 「母さんはブグ

ワが私たちと一緒なので、 安心して逝かれたと思う

よ」 と言うと頷いてくれました。

ブグワの母親グレイスさんに会ったのは数回です

が、 とても綺麗な方でした。 母親が生存しているこ

とが判明し、 会いに行った時が初めてです。 「私

は体調が良くなくて、 妹の世話になっています。 ブ

ということを何回か繰り返し、 結局 「更生院」 へ入

所したのが、 ２００６年９月のことでした。 それ以来２

年３ヶ月、 学期ごとに訪問しながら必要な物を買い

揃えたり、 話を聞いたりと支えてきたのですが、 訪

問する度に念をおすように 「ここを出たらキボコの

新しい家に入れるんだよね。 きっとだよね！」 と言

い続けてきました。

更生院では態度も良く、 勉強にもがんばってい

るとのことでリハビリ終了とみなされ、 予定より早く

出所の許可が下り、 迎えに行ったのが、 昨年１１月

１８日のことです。 本当によく頑張ったと思います。

シンナーも完全に止めることが出来ました。 その後、

母親、 子ども省とも相談し、 彼の希望通りそのまま

キボコの 「新しい家」 で暮らすことになりました。

現在、 キボコ小学校３年生、 他の子どもたちと一

緒に元気に通学しています。 環境にも慣れたのか

すごくおしゃべりになりました。 また一方、 時々盗

みをしたり、 小さい子を脅したりと問題も起し始めて

います。 さてさてどうなりますか…。 ちなみに彼の

夢はサッカー選手になることです。                松下

グワを返されても育てていくことが出来ません。 直ぐ

路上に戻るのは目に見えています。 どうかこのまま

あなたの所で育ててやってください」 と言うお母さ

ん。 ブグワも 「このままキボコで暮らしたい」 と言い

ます。 その後生計を支えていた妹さんが亡くなった

時、 ブグワと一緒にお悔やみに行ったのが２度目で

す。 その時にはグレイスさんの体調も良くはなさそう

でした。

３月１８日、 ブグワの後見人としてのモヨが、 赤十

字の助けを借りてグレイスさんの葬儀を執り行いまし

た。 その後、 家族と子ども省との協議の結果、 ブ

グワの妹ミリカ ・ ワンジラ （９才） はティカから車で

２０分ほどのある施設に入ることになり、 先日送り届

けました。 そこは広々とした敷地に、男子、女子別々

の孤児院、 小学校、 高校、 コレッジまで運営する

大きなオランダ系の NGO です。 会った子どもたち

も伸び伸びと育っているようで、 ホッとしました。 近

い内にミリカを育ててくれた曾お祖母さんとブグワを

連れて訪問する予定です。

グレイス ・ ワングイさん、 ３７才の生涯でした。 ご

ムトゥリ （右） と友だち
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■これまでのモヨ ・ チルドレン ・ センター日本支部は 「モヨ ・ チルドレン ・ センターを支える会神奈川支部」 になりました。
連絡先はこれまで通り　〒 211-0011 神奈川県川崎市中原区下沼部 1916  青木康子 ： TEL/FAX ： 044-433-3447

モヨ ・ チルドレン ・ センター●ケニア政府 NGO 局登録番号 ： OP.218/051/97223/1006
P.O.BOX 2712　THIKA  KENYA   TEL/FAX ： 254( ケニアの国際番号 )-067-22329  E-MAIL ： moyo@africaonline.co.ke
モヨ ・ チルドレン ・ センターを支える会●〒 799-0702 愛媛県四国中央市土居町小林 1785 － 1  高塚政生方

TEL/FAX ： 0896-74-7920　携帯電話 ： 090-11715632  ： E-MAIL ／ tmasao@d1.dion.ne.jp

◎この 「通信１４号」 が皆様のお手元に届く頃は私も日本。 お
会い出来るのを楽しみにしています。 ( テル )
◎昨年の小雨季に十分な雨が降らず、 今年の大雨季の始まり
も遅れているため、 ケニア各地で水不足が生じています。 水の
大切さが身にしみるケニア生活です。 ( 優香 )
◎今年は桜の咲くのも散るのも早いですね。 まだ 4 月上旬だと
いうのに並木道には提灯だけが辺りを照らしています。 ( 英 )

モヨ ・ チルドレン ・ センターの歩み
1997 年 11 月 / ケニア政府大統領府 NGO ビューロー ・ インターナショ
ナル　　NGO 登録の申請書類提出。
1999 年 9 月 / ケニア政府より国際 NGO として 「モヨ ・ ホーム」 正式
に認可 ・ 登録される。
2000 年 10 月 / ティカにて、 本格的に活動開始。
2001 年 5 月 /「モヨ・ホーム」から「モヨ ･ チルドレン・センター」に改名。
2004 年 4 月 / 「モヨ ・ チルドレン ・ センターを支える会」 発足。

編

集

後

記

ケニア・ア・ラ・カルト⑭

最近、 ナイロビ市内の交通渋滞がひどいです。 原因は交

通事故・車の故障・道路メンテナンスなどが挙げられます。

ケニアでは事故が起きた場合、 警察官が現場検証するま

で車を動かせません。 当然、 事故現場から渋滞が始まり、

どんどん範囲が広がっていきます。 又、 自家用車を購入

する人が増えたことも大きな原因のひとつです。 ケニア政

府が発表したデータ （2007 年） によると 2000 年に登録

された車両数は 45,653 台、 2007 年は 85,324 台と 2 倍

弱も増えています。 市内には、 中古車をずら～っと並べた

自動車販売店があちらこちらにあります。 自家用車を購入

するほどケニアの人々の生活が豊かになったことは良いけ

れど、 それはほんの一部の人だけで、 富裕者と貧困者の

格差はどんどん広がるばかりです。                               高橋

交通渋滞

ライナス ・ ブルのケース

ストリートの子どもたちへの支援

このところ子ども省や他の NGO から依頼を受け、 短期間

子どもを預かることが増えています。 路上で逮捕されたり補

導され、警察の留置場に長期間留め置かれている場合とか、

子どもの行き先を探している間だとかのケースです。 今回は

この中から 「ライナス ・ ブル （９才） 通称ライナス」 の場合

をご報告します。

彼は両親を亡くし、 兄と一緒に祖母に育てられていまし

たが、 いつか路上に出るようになりました。 路上生活も長く、

ティカの子どもに関わる NGO では超有名人？です。 という

のも現在までにほとんどの NGO が手掛けていて、 NGO か

ら NGO へ、 ナイロビのホームへも送られましたが、 逃げ出

してティカに舞い戻り、 ひょっこりスタジアムへ現れたのが今

年１月２２日です。 今までも折りに触れてモヨへも現れ、 そ

の都度その時所属していた NGO に連絡して返すということ

を繰り返してきました。 その間、 盗みも繰り返していたそうで

す。 ９才とは信じられないほど小柄で５、 ６才に思えるほど

です。 いたずらっぽいくりくりした瞳、 冗談好きのやんちゃ

な性格には大人も子どもも惹きつけられ、 どこにいても人気

者です。

さて、 そんな彼に新たな問題が加わりました。 エイズを発

症していることが判明、 多分母体から感染したのだろうとい

うことで特別な手当てが必要です。 よくここまで生き延びて

こられた、 しかも路上で…と思います。 小柄なのも頷けま

す。 「新しい家」 で数日を過ごした後、 車で２０分ほどのキ

リスト教系の病院が運営しているエイズの子どもたちの為の

ホームに入所させることにしました。 そこは有料で１ヶ月４,

０００シル ( ≒５, ０００円 ) かかるのですが、 それはモヨと別

の NGO が折半することになりました。

先日支払いもかねて訪ねた時は学校に行っていて会うこ

とが出来ませんでしたが、 その後電話をしてくれたり、 「新

しい家」 を訪ねてくれています。 ホームにも馴染み、 体調

も良く、 隣接している学校へも喜んで行っているということ

でホッとしています。

ホームのシスターの話では、 貧しい家庭の子どもだとエ

イズを発症していても経済的な理由からなかなか治療が受

けられず、 亡くなっていく子どもたちがたくさんいるとのこと

です。 今後そういう子どもたちのことに付いても検討したい

と思っています。 　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　松下

	 　　　　　　　　　　　　年会費	

	 　　　　　　　　　　　　個人会員　　　法人会員

①正会員	 日本　　　　　　　　　6,000 円　　　　20,000 円

	 ウガンダ ･ ケニア　　　4,000KSH　　　13,000KSH

②賛助会員	 日本　　　　　　　　　3,000 円　　　　3,000 円

	 ウガンダ ･ ケニア　　　2,000KSH　　　2,000KSH	

お一人でも多くの方に、 一社でも多くの法人にご入会いた
だき、 当センターを支えて頂ければ幸甚です。

「モヨ ・ チルドレン ･ センターを支える会」 会員募集

■経過報告 （２００９年４月１日現在）

正会員：日本１０３名 （１８名増）・ケニア１名 （６名減ー５名；
日本へ移行 ・ １名 ； イギリスへ移行） イギリス１名　計１０５名
賛助会員 ：日本８３名 （９名増） ・ ケニア０名　計８３名
特別会員 ：日本３９名 ・ ケニア２名 ･ 計４１名
法人会員 ： ５社 （２社増） ･ グループ４　
総会員数 ：個人２２９名 ・法人５社 ・ グループ４

■ 「支える会」 よりお願い
郵便振替用紙を同封させて頂きました。 通信欄に、 会員番
号、 送金の趣旨 ( ○○年会費・無指定寄付・○○指定寄付 )
等をご記入ください。 皆様のご協力を心よりお願い致します。

■ 「支える会」 会費 / 寄付受付先
口座名 : モヨ ・ チルドレン ・ センターを支える会　
代表者 ：高塚政生※郵便振替口座番号 :01660-1-73996

■お知らせ
ケニアがリアルタイムで伝わる松下照美のブログ更新中です。
HP からアクセスしてください。 http://moyo.jp/
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